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6
月
14
日
（
木
）、
東
京
都
医

師
会
館
で
第
1
回
地
区
医
師
会
・

区
市
町
村
在
宅
療
養
担
当
者
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
た
。地
区
医
師
会
、

区
市
町
村
、
東
京
都
保
健
所
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
、
東
京
都
歯
科

医
師
会
、
東
京
都
薬
剤
師
会
の
在

宅
担
当
者
２
１
１
名
が
集
い
、
西

田
伸
一
理
事
の
司
会
で
会
は
始

ま
っ
た
。
は
じ
め
に
平
川
博
之
副

会
長
の
開
会
挨
拶
と
進
行
説
明
の

後
、
田
中
敦
子
東
京
都
福
祉
保
健

局
医
療
政
策
部
地
域
医
療
担
当
部

長
が
「
東
京
都
保
健
行
政
に
お
け

る
在
宅
療
養
連
携
推
進
と
診
療
報

酬
改
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

平
成
30
年
度
在
宅
療
養
推
進
に

向
け
た
東
京
都
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
久
村
信
昌
東
京
都
福
祉
保

健
局
医
療
政
策
部
地
域
医
療
担
当

課
長
が
解
説
し
た
。今
年
度
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
共
有
・

多
職
種
連
携
事
業
は
区
市
町
村
在

宅
療
養
推
進
事
業
と
な
っ
た
。
他

に
も
区
市
町
村
が
展
開
す
る
事
業

が
増
え
て
お
り
、
新
規
事
業
と
し

て
在
宅
医
療
参
入
促
進
事
業
や
病

院
内
で
の
理
解
促
進
研
修
事
業
等

を
説
明
し
た
。
今
後
の
在
宅
療
養

推
進
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。

平
成
26
〜
29
年
度
薬
局
薬
剤
師

健
康
拠
点
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

阿
部
朋
弘
東
京
都
福
祉
保
健
局
健

康
安
全
部
薬
務
課
課
長
代
理
が
、

東
京
都
薬
剤
師
会
で
行
わ
れ
た
15

区
市
に
お
け
る
服
薬
管
理
モ
デ
ル

事
業
の
結
果
を
公
表
し
た
。
２
０

３
名
の
患
者
の
服
薬
管
理
改
善
率

お
よ
び
残
薬
改
善
率
は
７
割
を
超

え
、
訪
問
薬
剤
師
の
介
入
は
有
効

と
判
断
し
、
今
年
度
か
ら
多
職
種

と
の
連
携
促
進
事
業
に
展
開
さ
れ

て
い
る
と
説
明
し
た
。

西
田
理
事
が
、
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
在
宅
療
養
ワ
ー
キ
ン

グ
、
在
宅
医
療
24
時
間
体
制
の
実

態
調
査
結
果
、
東
京
在
宅
医
療
塾

の
開
催
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
実

態
調
査
で
は
各
医
師
会
か
ら
回
答

が
得
ら
れ
、
在
宅
医
療
24
時
間
体

制
構
築
は
18
医
師
会
が
取
り
組
ん

で
い
た
。
そ
の
う
ち
６
医
師
会
に

お
い
て
医
師
会
実
施
で
行
わ
れ
て

お
り
、
副
主
治
医
制
の
調
整
が
問

題
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
在

宅
医
療
塾
の
紹
介
を
聞
き
、
各
行

政
職
員
は
感
心
し
て
い
た
。

在
宅
療
養
推
進
に
向
け
た
板
橋

区
医
師
会
の
取
り
組
み
と
医
師
臨

床
研
修
制
度
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
吉
野
正
俊
板
橋
区
医
師

会
理
事
か
ら
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
状
況
が
、
塩
原
未

知
代
板
橋
区
医
師
会
在
宅
医
療
セ

ン
タ
ー
療
養
相
談
室
室
長
か
ら
は

板
橋
区
医
師
会
に
お
け
る
医
師
臨

床
研
修
制
度
の
報
告
が
あ
っ
た
。

医
師
臨
床
研
修
制
度
の
地
域
医
療

学
習
は
、
今
後
か
か
り
つ
け
医
の

在
宅
医
療
研
修
と
連
動
す
る
価
値

が
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
花
岡
一

成
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第

三
病
院
総
合
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

長
・
医
療
連
携
室
長
は
、
在
宅
療

養
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行
促
進
と

し
て
周
辺
地
区
と
の
連
携
と
大
学

病
院
へ
の
在
宅
医
療
啓
発
活
動
を

解
説
し
た
。
柴
拓
巳
江
戸
川
区
医

師
会
庶
務
課
課
長
補
佐
は
、
病
院

救
急
車
を
活
用
し
た
搬
送
体
制
の

確
保
と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
運
用
状
況
を
説
明
し
た
。

会
場
か
ら
は
病
院
救
急
車
の
必
要

性
等
の
質
問
も
あ
り
、
興
味
津
々

の
様
子
で
あ
っ
た
。

今
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

在
宅
医
療
に
お
い
て
す
で
に
中
小

病
院
の
後
方
支
援
参
加
や
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
が
重
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
協
働
医
療
機
関
に
よ
る

情
報
共
有
と
病
診
連
携
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
改
定
と
荒

木
庸
輔
㈱
メ
デ
ィ
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
部
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
が
解
説
し
た
。
診
療
報
酬
改

定
内
容
は
、
今
後
中
小
病
院
が
在

宅
医
療
の
必
要
性
を
理
解
し
参
入

す
る
起
点
と
な
る
と
推
察
し
た
。

最
後
に
、
土
谷
明
男
理
事
が
閉

会
の
挨
拶
と
と
も
に
「
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
は
で
き
て
き
て
い
る
が

周
辺
地
域
と
の
連
携
が
今
後
必
要

と
な
る
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い

る
」
と
指
摘
総
括
し
た
。

閉
会
後
も
会
場
の
中
で
は
地
区

ご
と
に
熱
心
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
た
。

平川副会長田中担当部長

西田理事

花岡センター長

土谷理事

平成30年度
第1回地区医師会・区市町村在宅療養担当者連絡会

東
京
都
医
師
会
の

在
宅
医
療
関
連
事
業

東
京
都
の
事
業
説
明

地
区
医
師
会・区
市
町
村

等
の
取
り
組
み
事
例

２
０
１
８
年
度

診
療
報
酬
改
定 

〜
政
策
の
背
景
と

 

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
〜
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東京都医師会「医学研究賞」「グループ医学賞」募集
東京都医師会では「東京都医師会医学研究賞」「東京都医師会グループ医学賞」を設けております。
平成30年度も募集を行いますので、所属の地区医師会へ要綱等をご確認の上ご応募ください。

■医学研究賞
表彰：医学研究賞・若干名（助成費100万円）、奨励賞・若干名（助成費30万円）
＊研究賞以外の優秀な原著論文を発表した筆頭著者に対し奨励賞を贈る

応募資格：都医会員であること。＊平成25年度から平成29年度の本賞受賞者を除く

対象論文：臨床医学（臨床に貢献した基礎医学を含む）、社会医学の分野において優れた原著論
文を発表した筆頭著者、またはequally contributed author（複数筆頭著者）。原著論文は平成
29年度（平成29年4月１日～平成30年3月31日）発行の学術雑誌に発表されたもの。
＊1人につき1論文とする　＊発表年月は冊子体のものを適用とするが、オンライン掲載のみの場合はこの限りでは
ない　＊応募者は共著者の承諾を得ること　＊同一研究によるグループ医学賞との重複応募は不可とする
応募方法：候補者調書に原著論文一篇を添付の上、所属地区医師会経由で提出する。

■グループ医学賞
表彰：1～2グループ（助成費100万円）
応募資格：都医会員が所属するグループ。但し、代表者は本会会員であること。
＊平成25年度から平成29年度の本賞受賞者を除く

対象：地域において臨床・社会医学の研究あるいは医療の実践に優れた業績をあげたグループ。
＊対象外 ①大学間のみでの共同研究 ②委託事業　＊同一研究による医学研究賞との重複応募は不可とする
応募方法：応募用紙にグループ研究・社会医学活動の内容を証明し得る資料を添付の上、代表
者の所属する地区医師会経由で提出する。
◎表彰式・講演会等：両賞受賞者には、表彰式において表彰するとともに、受賞内容について
ご講演いただく。また、東京都医師会雑誌に受賞内容の概要をご執筆いただく。

◎都医の受付期間：平成30年9月1日（土）～9月30日（日）（東京都医師会必着）
◎お問い合わせ先：東京都医師会 広報学術情報課 TEL 03-3294-8821（代）

『
健
康
寿
命
延
伸
』
に
つ
い
て

は
、
国
を
挙
げ
て
、
そ
し
て
す
べ

て
の
分
野
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
超
高
齢
社
会
（
65
歳
以
上
人

口
の
割
合
が
21
％
超
）
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
我
が
国
で
は
、

平
均
余
命
（
寿
命
）
と
健
康
寿
命

と
の
差
は
、
男
性
９
年
余
、
女
性

12
年
余
と
言
わ
れ
、
そ
の
“
健
康

で
は
な
い
期
間
”
を
い
か
に
短
く

す
る
か
、
が
大
命
題
と
な
っ
て
い

る
。
前
期
の
日
本
医
師
会
公
衆
衛

生
委
員
会
で
は
、
会
長
諮
問
『
健

康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
の
あ
り
方
』
に
対
し
て

約
２
年
間
に
わ
た
り
検
討
し
た
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て

み
た
い
。

ま
ず
『
健
康
の
概
念
』
だ
が
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
定
義
で
あ
る
。『
肉
体
的
・
精

神
的
・
社
会
的
に
す
べ
て
が
満
た

さ
れ
た
状
態
』
と
い
う
の
は
理
想

的
で
は
あ
る
が
、
超
高
齢
社
会
で

は
何
ら
か
の
疾
患
や
障
が
い
を
有

し
て
い
る
人
達
も
多
く
、
そ
の

方
々
は
“
健
康
”
に
は
当
て
は
ま

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

加
え
て
『
健
康
寿
命
』
の
算
定

方
法
は
複
数
存
在
す
る
。
国
の
算

定
方
法
で
は
国
民
生
活
基
礎
調

査
健
康
表
で
の
『
日
常
生
活
に
制

限
の
有
無
』
ま
た
は
『
自
分
が
健

康
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
か
ど

う
か
』
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
期

間
に
両
者
の
差
は
な
く
、
こ
れ
に

よ
る
算
出
で
の
平
均
寿
命
と
の

差
が
、
男
性
９
年
、
女
性
12
年

で
あ
る
。

他
の
算
定
方
法
で
は
、『
健
康

と
は
自
立
し
て
い
る
こ
と
』
と
し

て
介
護
保
険
認
定
の
デ
ー
タ
を
用

い
た
方
法
が
あ
る
。
要
介
護
２
〜

５
の
認
定
者
割
合
を
用
い
て
非
自

立
期
間
の
算
出
を
試
み
た
も
の

で
、
65
歳
以
上
の
み
が
対
象
で
は

あ
る
が
、
高
齢
者
の
“
健
康
で
は

な
い
（
非
自
立
）
期
間
”
は
、
男

性
約
１
・
５
年
、
女
性
約
３
・
２

年
と
前
出
の
算
定
方
法
に
比
し
て

著
し
く
短
い
。
し
か
も
、
市
区
町

村
単
位
ま
で
比
較
・
分
析
可
能
で
、

実
臨
床
の
現
場
感
覚
で
は
こ
ち
ら

の
数
字
の
方
が
違
和
感
は
少
な

い
。“健

康
”
に
つ
い
て
は
、
普
遍

的
で
絶
対
的
な
概
念
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
や
年
齢
に
よ
っ
て

そ
の
捉
え
方
は
異
な
り
、
超
高
齢

社
会
に
お
い
て
は
、
疾
病
や
障
が

い
を
有
し
て
い
て
も
、『
自
立
し

て
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
こ

と
』
が
、
お
達
者
（
健
康
）
な
状

態
、
幸
せ
な
状
態
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
概
念
を
理
解
し
、

そ
の
た
め
に
早
い
時
期
か
ら
フ
レ

イ
ル
や
認
知
症
の
予
防
、
疾
病
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
須
で
あ
る
こ

と
を
、
身
近
に
い
る
か
か
り
つ
け

医
が
主
体
と
な
っ
て
広
く
浸
透
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
り
つ
け

医
は
、
よ
り
一
層
地
域
住
民
に
寄

り
添
い
、
そ
の
関
与
を
深
め
、
い

わ
ば
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
同
等
の

“
地
域
の
基
礎
的
な
医
療
・
介
護

の
イ
ン
フ
ラ
”
を
目
指
す
べ
き
、

と
考
え
て
い
る
。

ぜ
ひ
一
度
、
日
本
医
師
会
の
公

衆
衛
生
委
員
会
答
申
を
お
読
み
い

た
だ
き
た
い
。

�

（
⻆
田 

徹
）

＂健
康
＂と
は
、自
立
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
。か
か
り
つ

け
医
は
、そ
の
多
様
な
概
念
を
広
め
、住
民
に
寄
り
添
い
、お
達
者
で
幸

せ
な
方
を
増
や
す
た
め
に
＂社
会
の
イ
ン
フ
ラ
＂を
目
指
す
べ
き
。

健
康
の
概
念
と
健
康
寿
命

地 区 医 師 会 長
連絡協議会報告

平成 30年7月20日（金）

の
対
策
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
児
童
虐
待
や
梅
毒
等
の
性
感

染
症
も
依
然
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、そ
の
対
策
に
は
産
婦
人
科
医
、

小
児
科
医
と
の
連
携
や
学
校
で
の

性
教
育
を
行
う
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
区
医
師

会
の
先
生
方
の
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
以
下
の
新
地
区
医
師
会

長
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
髙
野
学
美

（
千
代
田
区
）、
遠
藤
文
夫
（
中
央

区
）、
髙
田
潤
（
足
立
区
）、
山
上

惠
一（
江
戸
川
区
）、平
澤
精
一（
新

宿
区
）、竹
内
昭
一
（
田
園
調
布
）、

横
川
敏
男（
蒲
田
）、伊
藤
大
介（
練

馬
区
）、
長
瀬
隆
英
（
東
大
）
各

会
長
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
ぜ
ん
息
最
新
治
療
及
び
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
講
演
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

毎
年
、
本
会
が
東
京
都
の
委
託

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ぜ
ん

息
の
講
演
会
を
、９
月
29
日
（
土
）

に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子

で
、
11
月
10
日
（
土
）
に
東
京
都

医
師
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
午
後
３
時

か
ら
開
催
す
る
。
今
年
度
は
、
ぜ

ん
息
と
舌
下
免
疫
療
法
に
つ
い
て

講
演
す
る
。
会
員
へ
の
周
知
を
お

願
い
す
る
。

（
２
）
平
成
30
年
度
児
童
虐
待
対

応
研
修
【
専
門
講
座
第
３
回
】
の

開
催
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
医
療
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
が
子
供
た
ち
の
サ
イ
ン
に

気
づ
く
視
点
を
持
ち
、
親
へ
の
働

き
か
け
の
方
法
を
知
り
、
虐
待
の

深
刻
化
や
再
発
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
８

月
30
日
（
木
）
に
都
民
ホ
ー
ル
で

午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
会

員
へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
３
）東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
運
用
開
始
に
つ
い
て

　

本
会
で
は
、
都
内
の
医
療
機
関

が
電
子
カ
ル
テ
に
よ
り
診
療
情
報

を
相
互
参
照
す
る
こ
と
で
、
医
療

の
質
と
安
全
性
の
向
上
、
医
療
資

源
の
効
率
的
な
活
用
を
推
進
し
、

都
民
へ
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
協
議
会
を
発

足
さ
せ
た
。
そ
し
て
モ
デ
ル
連
携

に
参
加
し
た
８
病
院
の
間
で
「
同

一
ベ
ン
ダ
ー
間
の
連
携
」
に
限
定

し
た
実
運
用
を
７
月
２
日
か
ら
開

始
し
た
。「
異
な
る
ベ
ン
ダ
ー
間

の
連
携
」
を
含
め
た
本
格
運
用
は

準
備
が
で
き
次
第
、
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
当
面
は
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
開

日
医
役
員
選
挙
に
お
い
て
選
定
さ

れ
た
こ
と
に
謝
意
を
述
べ
た
。
今

村
副
会
長
か
ら
は
、
７
月
初
め
に

発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
に
対

し
、
被
災
地
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣

す
る
際
の
迅
速
な
手
配
へ
の
お
礼

と
、
被
災
し
た
医
療
機
関
お
よ

び
地
元
医
師
会
を
支
援
す
る
た

め
に
、
支
援
金
の
協
力
要
請
が

あ
っ
た
。

　

尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、「
皆
様
の
お
か
げ
で
、
７
月

４
日
に
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条

例
が
公
布
さ
れ
、
２
０
２
０
年
４

月
の
全
面
施
行
に
向
け
て
動
き
出

し
、
十
分
で
は
な
い
が
国
際
的
な

受
動
喫
煙
防
止
条
例
に
一
歩
近
づ

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
熱
中

症
、
感
染
症
、
訪
日
外
国
人
医
療

　

第
30
回
日
本
医
学
会
総
会
２
０

１
９
中
部
の
湯
澤
由
紀
夫
登
録
委

員
長
が
出
席
し
、
総
会
の
概
要
説

明
と
事
前
参
加
登
録
の
要
請
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
今
村
聡
日
医
副
会
長

と
道
永
麻
里
日
医
常
任
理
事
が
、

示
施
設
（
主
に
病
院
）
の
参
加
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
参
照
施

設
（
主
に
診
療
所
）
に
つ
い
て
は

準
備
が
整
い
次
第
、
募
集
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
４
）
精
神
科
医
療
地
域
連
携
事

業
一
般
診
療
科
向
け
研
修
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
一
般
診
療
科
の
医

療
機
関
従
事
者
に
対
し
、
精
神
疾

患
に
係
る
知
識
の
理
解
促
進
を
図

り
、精
神
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成
32
年

度
ま
で
に
全
地
区
医
師
会
で
の
実

施
を
目
指
し
て
い
る
。

（
５
）
平
成
30
年
度
東
京
都
在
宅

療
養
研
修
事
業
（
東
京
都
委
託
事

業
）「
東
京
都
医
師
会
在
宅
療
養

推
進
研
修
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
地
域
に
お
い
て
在

宅
療
養
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

人
材（
在
宅
療
養
地
域
リ
ー
ダ
ー
）

を
育
成
し
、
地
域
の
在
宅
療
養
推

進
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
医
師
、

医
療
・
介
護
の
多
職
種
、
区
市
町

村
行
政
職
員
で
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
を
お
願
い
す
る
。
本

年
度
は
地
区
医
師
会
単
位
で
は
な

く
、
区
市
町
村
に
お
い
て
受
講
者

を
選
出
し
た
上
で
、
区
市
町
村
か

ら
東
京
都
に
申
し
込
む
。

（
６
）
第
２
期
東
京
在
宅
医
療
塾

に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
在
宅
医
療
を
始
め
て

み
た
い
と
考
え
て
い
る
先
生
方
を

対
象
に
、
第
２
期
「
東
京
在
宅
医

療
塾
」
を
開
講
す
る
。
平
成
30
年

９
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の

毎
月
第
２
土
曜
日
（
12
月
休
会
）、

午
後
３
時
か
ら
５
時
半
ま
で
、
東

京
都
医
師
会
館
で
開
催
予
定
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
杉
並
区
肺
が
ん
検
診
に
お
け
る

見
落
し
事
案
に
つ
い
て
の
お
詫
び

と
ご
報
告
に
つ
い
て

�

（
杉
並
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他
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日
本
医
師
会
第
１
４
２
回
定
例

代
議
員
会
が
６
月
23
日
（
土
）、

第
１
４
３
回
臨
時
代
議
員
会
が
６

月
24
日
（
日
）、
日
本
医
師
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

定
例
代
議
員
会
は
横
倉
義
武
会

長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
・
副
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に
柵
木

充
明
氏
、
副
議
長
に
池
田
秀
夫
氏

が
選
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
日
本

医
師
会
事
業
報
告
が
了
承
さ
れ
、

第
１
号
議
案 

平
成
29
年
度
日
本

医
師
会
決
算
の
件
が
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
、
第
２
号
議
案 

日

本
医
師
会
役
員
（
会
長
、副
会
長
、

常
任
理
事
、
理
事
、
監
事
）
お
よ

び
裁
定
委
員
選
任
の
件
が
上
程
さ

れ
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
会
長
選

挙
は
、
定
数
１
名
の
と
こ
ろ
２
名

が
立
候
補
し
、
現
職
の
横
倉
氏
が

４
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
副

会
長
選
挙
は
、
定
数
３
名
に
対
し

４
名
が
立
候
補
し
、投
票
の
結
果
、

今
村
聡
、
中
川
俊
男
、
松
原

謙
二
各
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
常
任
理
事
選
挙
が

定
数
10
名
に
対
し
11
名
、
理

事
選
挙
が
定
数
15
名
に
対
し

16
名
が
立
候
補
し
、
そ
れ
ぞ

れ
選
挙
が
行
わ
れ
選
任
さ
れ

た
。
監
事
・
裁
定
委
員
は
、

定
数
の
候
補
者
の
た
め
投
票

は
行
わ
れ
ず
選
任
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
、

副
会
長
に
今
村
聡
氏
（
板
橋

区
）、
常
任
理
事
に
道
永
麻

里
氏
（
墨
田
区
）、
理
事
に

尾
㟢
治
夫
氏（
東
久
留
米
市
・

都
医
会
長
）、
監
事
に
⻆
田

徹
氏
（
三
鷹
市
・
都
医
副

会
長
）、
裁
定
委
員
に
舳
松

洋
氏
（
荒
川
区
）
と
山
本
光

興
氏
（
北
多
摩
）
が
選
任
さ

れ
た
。

翌
24
日
の
臨
時
代
議
員
会

で
横
倉
会
長
は
、「
医
療
界

を
挙
げ
て
自
ら
変
革
に
取
り

組
み
、
未
来
に
対
す
る
責
任

を
果
た
し
て
い
く
覚
悟
が
重

要
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー

に
基
づ
く
医
師
の
働
き
方
改
革
」

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
拡
充
に

よ
る
地
域
医
療
の
強
化
」「
経
済
、

財
政
、
社
会
保
障
を
一
体
的
に
考

え
た
国
づ
く
り
の
推
進
」
の
３
つ

の
取
り
組
み
を
掲
げ
、
医
療
界
を

取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
に
向
き
合

う
決
意
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
質
問
８
件
、

個
人
質
問
11
件
な
ら
び
に
関
連

質
問
が
行
わ
れ
た
。

東
京
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
橋
本

雄
幸
代
議
員
が
「
医
療
機
関
に
与

え
ら
れ
る
べ
き
『
適
正
な
利
益
水

準
』」
に
つ
い
て
代
表
質
問
を
行

い
、
今
村
副
会
長
よ
り
「
医
療
機

関
の
経
営
の
安
定
の
た
め
に
は
税

制
も
大
変
重
要
な
論
点
で
あ
り
、

診
療
報
酬
改
定
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
」と
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
目
々
澤
肇
代
議
員
が
「
外

国
人
の
保
険
診
療
上
の
課
題
」
に

つ
い
て
個
人
質
問
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
松
本
吉
郎
常
任

理
事
が
「
日
医
で
は
、
訪
日
・
在

留
外
国
人
が
安
心
・
安
全
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の

充
実
の
た
め
、
７
月
に
外
国
人
医

療
対
策
協
議
会
を
開
催
し
て
都
道

府
県
医
師
会
と
議
論
し
、
そ
の
後

会
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を

設
置
し
検
討
す
る
」と
回
答
し
た
。

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
代
議
員

会
は
終
了
し
た
。

6
月
16
日
（
土
）、
江
東
区
の

ホ
テ
ル
で
江
東
区
医
師
会
創
立
20

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
。
冒
頭
、
鈴
木
昇
副
会
長

が
「
歴
代
会
長
が
融
和
と
結
束
を

大
事
に
し
て
20
年
が
過
ぎ
た
」
と

開
会
宣
言
を
し
た
。
続
い
て
福
井

光
文
会
長
が
こ
の
20
年
の
歴
史
を

披
露
し
た
。

城
東
医
師
会
と
深
川
医
師
会
が

20
年
前
に
合
併
し
て
江
東
区

医
師
会
に
な
っ
た
。
２
代
目

の
斎
藤
正
人
元
会
長
は
区
民

公
開
講
座
、
医
学
会
を
立
ち

上
げ
た
。
井
上
仁
元
会
長
の

時
代
は
、
医
療
連
携
を
推
進

し
、
医
師
会
員
の
統
合
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
産
科

救
急
医
療
の
問
題
が
発
生
し

全
国
レ
ベ
ル
の
産
科
医
療
体

制
の
構
築
に
寄
与
し
た
。
東

日
本
大
震
災
の
時
は
宮
城
県

に
医
療
救
援
隊
を
派
遣
し

た
。
次
の
岡
本
克
郎
元
会
長
の
時

代
に
は
湾
岸
エ
リ
ア
の
会
員
数
増

加
に
対
応
し
て
医
師
会
組
織
を
再

編
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に

力
を
発
揮
し
た
。
２
０
０
９
年
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

た
時
は
、
笠
井
秀
明
前
会
長
が
中

心
に
な
り
予
防
接
種
、
診
療
を
通

し
て
区
民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ

た
、と
い
う
出
来
事
が
語
ら
れ
た
。

医
師
会
活
動
に
貢
献
し
た
会
員

と
し
て
、
原
田
博
美
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
、井
上
元
会
長
、

岡
本
元
会
長
、
笠
井
前
会
長
、
佐

藤
明
元
副
会
長
が
表
彰
さ
れ
、
井

上
元
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
塩

入
公
保
副
会
長
の
中
締
め
で
式
典

は
終
了
し
、
祝
宴
へ
と
移
っ
た
。

会
場
中
央
の
扉
よ
り
「
木
場
木

日
本
医
師
会 

第
１
４
２
回 

定
例
代
議
員
会 

第
１
４
３
回 

臨
時
代
議
員
会

遣
保
存
会
」
の
方
々
が
入
場
し
、

下
町
情
緒
豊
か
な
掛
け
声
で
場
内

は
盛
り
上
が
っ
た
。
現
会
長
お
よ

び
会
長
経
験
者
が
壇
上
に
上
が
り

「
木
遣
」
の
発
声
で
鏡
開
き
が
行

わ
れ
、
山
口
県
か
ら
取
り
寄
せ
ら

れ
た
「
五
橋
」
と
い
う
お
酒
で
乾

杯
し
た
。
山
㟢
孝
明
江
東
区
長
を

は
じ
め
医
師
会
と
関
係
の
深
い
来

賓
の
挨
拶
が
あ
り
、
下
町
江
東
区

ら
し
い
日
本
舞
踊
で
会
場
は
盛
り

上
が
っ
た
。
最
後
に
、
浅
川
洋
副

会
長
の
閉
会
の
辞
で
祝
賀
会
は
終

了
し
た
。

　
（
公
財
）
東
京
都
福
祉
保
健
財

団
で
は
、「
平
成
30
年
度
外
国
人

未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業
」
の
支

払
い
に
関
す
る
事
務
を
東
京
都
か

ら
受
託
し
、
今
年
度
は
、
補
て
ん

金
の
申
請
を
９
月
３
日
（
月
）
か

ら
10
月
５
日
（
金
）
の
間
に
受
け

付
け
ま
す
。

（
１
）
対
象
と
な
る
医
療
機
関

　

都
内
の
保
険
医
療
機
関
。
た
だ

し
、
開
設
者
が
東
京
都
で
あ
る
も

の
は
除
く
。

（
２
）
対
象
と
な
る
外
国
人

　

外
国
人
の
う
ち
、
都
内
に
居
住

し
、
ま
た
は
勤
務
す
る
者
で
、
公

的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
も

の
、
ま
た
は
公
的
医
療
扶
助
の
給

付
を
受
け
な
い
も
の
。

（
３
）
対
象
と
な
る
医
療
費

　

外
国
人
の
不
慮
の
傷
病
に
対
す

る
緊
急
的
な
医
療
（
慢
性
疾
患
は

特
に
緊
急
性
を
要
し
た
場
合
に
限

る
）。

（
４
）
対
象
と
な
る
期
間

　

入
院
は
14
日
ま
で
、
外
来
は
３

日
ま
で
。

（
５
）
補
て
ん
額
の
算
定
方
法

　

医
療
機
関
の
回
収
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
未
収
と
な
っ
て
い
る
も

の
を
対
象
と
し
、
前
年
度
の
診
療

分
で
今
回
は
、
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

の
分
。
算
定
さ
れ
た
医
療
費
補
て

ん
額
は
、
同
一
医
療
機
関
の
同
一

患
者
に
つ
き
２
０
０
万
円
が
上

限
。
た
だ
し
、
当
該
患
者
か
ら
医

療
機
関
が
徴
収
し
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
等
は
、
そ
の
額
を
申
請
す

る
補
て
ん
額
か
ら
除
く
。

　

ま
た
、
算
定
方
法
に
よ
り
求
め

た
額
が
東
京
都
の
予
算
額
を
超
え

た
場
合
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
で

一
律
に
按
分
の
う
え
医
療
機
関
に

支
払
う
。

（
６
）
補
て
ん
申
請
受
付
期
間

　
　

  

お
よ
び
支
払
日

　

平
成
30
年
９
月
３
日
か
ら
10
月

５
日
ま
で
を
受
付
期
間
と
し
、
レ

セ
プ
ト
の
審
査
等
を
行
っ
た
う
え

で
、
平
成
31
年
３
月
頃
に
医
療
機

関
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込

む
。

（
７
）
申
請
書
の
手
続
き

　
「
平
成
30
年
度
外
国
人
未
払
医

療
費
補
て
ん
金
申
請
書
」「
平
成

30
年
度
外
国
人
未
払
医
療
費
補
て

ん
金
申
請
内
訳
」「
平
成
30
年
度

外
国
人
未
払
医
療
費
調
査
票
」「
平

成
30
年
度
外
国
人
未
払
医
療
費
に

係
る
回
収
努
力
の
経
過
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
診
療
報
酬
明

細
書
（
写
し
で
可
）」
を
加
え
た

５
点
の
書
類
を
東
京
都
福
祉
保
健

財
団
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
。

持
参
す
る
場
合
の
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
～
土

曜
日
［
祝
日
を
除
く
］）。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

福
祉
保
健
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
申
請
書
は
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

■申請書類の提出先
〒 160-0021
新宿区歌舞伎町 2-44-1
東京都健康プラザ
ハイジア 4階
（公財）東京都福祉保健財団
人材養成部健康支援室
☎ 03-5285-8001

▪ 申請期間
9月3日（月）～
� 10月5日（金）
▪ 対象となる診療期間
平成29年4月1日～
� 平成30年3月31日

外
国
人
未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業

○ 開　催　日 ： 平成30年11月11日（日）
○ 会　　　場 ： 東京国際フォーラム　ホールC
　　　　　　　（JR有楽町駅前）
○ 講　　　演 ： 手嶋 龍一（外交ジャーナリスト・作家）
○ コンサート ： 太田 裕美＆庄野 真代　スペシャルライブ

詳細および応募方法は、
今月発行の組合報217号にてお知らせいたします

医師国保からのお知らせ

♪ 講演と音楽の集いについて ♪
「講演と音楽の集い」を、

今年も下記のとおり実施いたします
皆様のご参加を心よりお待ちしております

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431 （総務課）

江
東
区
医
師
会
創
立
20
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
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世
田
谷
区
玉
川
に
あ
る
二
子

玉
川
は
、
今
や
東
京
一
、
日
本

一
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
街
で
あ

る
と
い
え
る
。

二
子
玉
川
駅
の
改
札
を
抜
け

る
と
、
目
前
に
ド
ッ
グ
ウ
ッ
ド

プ
ラ
ザ
、
右
に
行
く
と
ラ
イ
ズ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
バ
ス

の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
右
に
見
て
通

り
過
ぎ
る
と
、
蔦
屋
家
電
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
さ
ら
に

進
む
と
、
10
の
シ
ア
タ
ー
が

あ
っ
て
、
今
で
は
二
子
玉
川
で

夜
遅
く
ま
で
映
画
を
手
軽
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
あ
の
楽
天
ビ
ル
。
食
事
が

安
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
美
味
し

く
、
眺
望
も
素
晴
ら
し
い
二
子

玉
川
エ
ク
セ
ル
東

急
ホ
テ
ル
が
楽
天

ビ
ル
の
最
上
階
に

あ
り
、
玉
川
医
師

会
で
も
時
々
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
そ
し
て

右
に
東
に
足
を
運

ぶ
と
、
超
高
層
・

超
高
級
の
ラ
イ
ズ

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
が
三
棟
林
立
し

て
い
る
。
友
人
が

住
ん
で
い
て
、
夏

に
涼
し
い
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
見
る
花
火
は

格
別
だ
！

藤
の
花
が
日
よ
け
に
な
っ
て

い
る
散
歩
道
を
進
む
と
、
目
の

前
が
急
に
開
け
、
広
大
な
区
立

二
子
玉
川
公
園
に
辿
り
着
く
。

公
園
の
中
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
も
あ
っ
て
、
休
憩
に
丁
度
良

い
。
古
民
家
を
移
築
し
た
庭
園

も
あ
り
、
人
工
で
は
あ
る
が
川

も
流
れ
、
池
も
あ
る
。
遊
歩
道

も
完
備
、
植
栽
も
手
入
れ
が
行

き
届
き
、
一
年
を
通
し
て
、
家

族
連
れ
、
友
達
同
士
、
カ
ッ
プ

ル
、
老
若
男
女
の
た
め
の
憩
い

の
場
だ
。
私
も
昨
年
夏
、
ホ
テ

ル
で
浴
衣
に
着
替
え
、
扇
子
を

煽
ぎ
、
友
人
と
人
生
を
語
り
合

い
な
が
ら
散
歩
し
た
心
安
ら
ぐ

公
園
で
あ
る
。

�

（
玉
川
医
師
会
・
髙
橋
由
光
）

125在
宅
医
療
お
よ
び
医
療
介
護
連

携
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
厚
生
労
働
省
に
て
開
か
れ
て

い
る
。
現
在
、
主
に
都
道
府
県
単

位
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
平
成
30
年
４
月
か
ら
第
７
次

医
療
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業

計
画
が
開
始
さ
れ
、
今
後
都
道
府

県
は
在
宅
医
療
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、

す
べ
て
の
市
町
村
に
お
い
て
、
介

護
保
険
法
に
基
づ
き
、在
宅
医
療
、

介
護
連
携
推
進
事
業
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
現
在
の
課
題
は
、

都
道
府
県
に
対
し
て
医
療
計
画
に

関
す
る
指
針
は
示
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
都
道
府
県
が
在
宅
医

療
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必

要
な
実
施
体
制
や
具
体
的
方
法
は

十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
、
議
論
を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
の
十
分
に
は
整
理
さ
れ
て
い

な
い
原
因
に
つ
い
て
少
し
考
え

た
い
。

在
宅
医
療
供
給
体
制
に
つ
い
て

開
業
医
の
高
齢
化
が
問
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
、
病
院
医
師
は
高

齢
化
し
な
い
の
か
と
不
思
議
に
感

じ
る
が
、
こ
れ
は
機
能
と
し
て
の

継
続
性
を
考
え
る
か
ら
だ
。
現
存

す
る
病
院
は
機
能
と
し
て
残
る
こ

と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
診
療

所
は
個
人
の
経
営
形
態
で
あ
る
た

め
に
、
個
人
に
準
じ
、
個
人
の
診

療
が
不
可
能
に
な
れ
ば
そ
の
医
療

機
能
も
終
わ
る
と
い
う
発
想
に
な

る
。
統
計
上
の
基
本
発
想
は
そ
こ

に
あ
る
。
地
域
医
療
計
画
で
は
病

院
の
病
床
、
病
床
機
能
の
分
担
が

課
題
と
な
る
中
、
在
宅
医
療
供
給

体
制
で
は
個
人
開
業
医
が
課
題
と

な
る
不
思
議
さ
が
そ
こ
に
あ
る
。

か
か
り
つ
け
医
が
行
う
在
宅
医

療
の
発
想
は
間
違
い
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
り
つ
け
医

を
機
能
の
一
員
と
し
て
み
る
こ
と

が
今
後
重
要
に
な
る
。
か
か
り
つ

け
医
は
24
時
間
体
制
や
複
雑
な
病

態
に
対
す
る
在
宅
医
療
体
制
が
で

き
な
い
と
い
う
議
論
と
こ
れ
は
同

一
線
上
に
あ
る
。
現
在
、
在
宅
医

療
を
行
え
て
い
る
多
く
の
診
療
所

は
、
個
人
と
し
て
の
か
か
り
つ
け

医
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
。
診
療
所
機
能
が
働
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
私
の
と
こ
ろ
も
そ

う
で
あ
る
。
看
護
師
、
事
務
職
員

が
診
療
所
の
中
で
在
宅
患
者
の
情

報
を
共
有
し
、
効
果
的
、
効
率
的

に
連
携
す
る
か
ら
こ
そ
24
時
間
体

制
や
複
雑
な
背
景
の
患
者
へ
の
対

応
を
可
能
に
す
る
の
だ
。
診
療
所

在
宅
医
療
お
よ
び

医
療
介
護
連
携
に
関
す
る

統
計
的
課
題

　
　
医
療
法
人
社
団 

つ
く
し
会

　
　
新
田
ク
リ
ニ
ッ
ク�

新
田
國
夫

の
看
護
師
は
訪
問
看
護
、
介
護
、

行
政
と
連
携
す
る
。
在
宅
医
療
は

か
か
り
つ
け
医
を
中
心
と
し
た
多

職
種
連
携
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

誤
解
が
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
個
人

の
か
か
り
つ
け
医
が
ス
ー
パ
ー
マ

ン
の
よ
う
に
一
人
で
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
が
、
そ

の
延
長
線
上
に
は
か
か
り
つ
け
医

の
在
宅
医
療
は
育
た
な
い
、
高
齢

化
す
れ
ば
在
宅
医
療
を
行
う
医
師

が
い
な
く
な
る
と
い
う
議
論
が
あ

る
。
診
療
所
機
能
に
は
診
療
報
酬

上
点
数
が
付
か
な
い
。
一
人
の
医

師
の
医
療
行
為
に
の
み
点
数
が
付

く
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
。
今
後
、
在
宅
医
療
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
中
、
か
か
り

つ
け
医
個
人
の
み
に
委
ね
る
の
で

は
な
く
、
診
療
所
機
能
の
発
揮
が

地
域
と
の
連
携
、
病
院
と
の
連
携

を
速
や
か
に
す
る
。

さ
ら
に
は
、
24
時
間
体
制
、
急

変
の
問
題
が
言
わ
れ
る
が
、
急
変

の
概
念
が
違
う
。
急
変
と
言
わ
れ

る
中
で
は
病
状
の
変
化
が
90
％
以

上
で
あ
り
、
診
療
所
機
能
が
発
揮

で
き
れ
ば
連
携
で
十
分
賄
え
る
。

急
変
対
応
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
し
て
お
け

ば
よ
い
。Ａ
Ｃ
Ｐ
の
中
で
急
変
時
、

救
急
車
を
要
請
し
た
い
願
望
が
あ

れ
ば
そ
れ
で
事
足
り
る
。
最
後
ま

で
在
宅
で
の
願
い
が
あ
る
場
合
、

看
取
り
の
体
制
に
入
る
。
た
と
え

医
師
が
高
齢
化
し
た
と
し
て
も
そ

れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
れ
る
医

師
は
少
な
か
ら
ず
い
る
は
ず
で

あ
る
。

現
在
、
在
宅
医
療
の
取
り
組
み

趣 味 の 散 歩

グルメにショッピング、
安らぎの公園も

変貌を遂げる二子玉川

二
子
玉
川
公
園
よ
り
臨
む
ラ
イ
ズ
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

状
況
を
見
る
た
め
の
デ
ー
タ
分
析

が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
ご
と
の

在
宅
医
療
に
関
す
る
資
源
、
ニ
ー

ズ
等
の
収
集
分
析
、
個
別
医
療
機

関
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

調
査
な
ど
だ
。
調
査
内
容
に
診
療

所
機
能
が
加
わ
れ
ば
さ
ら
に
実
態

が
明
確
化
さ
れ
、
さ
ら
に
今
後
、

新
し
い
診
療
所
形
態
が
考
え
ら
れ

て
く
る
だ
ろ
う
。
地
域
は
変
わ
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　東京都では、一定の条件を満たす気管支喘息の患者を対象に医療費の助成を行ってい
ます。平成29年度末時点で80,412名の患者に医療券を発行しています。
　患者が医療券の有効期間満了後も引き続き医療費の助成を受けるためには、主治医が
作成した主治医診療報告書（専用様式）を添えて、医療券満了の1カ月前までを目安に更
新の手続きを行うことが必要です。
　受け持ちの患者から主治医診療報告書の作成依頼がありましたら、早めの作成に御協
力をお願いします。
　また、有効期限が近づいた医療券をお持ちの患者※に対する更新の注意喚起について
も御協力をお願いします。
※ 生年月日が平成9年4月1日以前の患者は、現在認定を受けて医療券をお持ちでも、一度受
給資格を喪失（都外転居、喫煙、更新手続のし忘れ等）すると、再申請することはできません。

【対象者の条件】
①  18歳未満の方（生年月日が平成9年4月1日以前で有効期間内の医療券をお持ちの方
は更新のみ可能）

※ 18歳未満の患者が更新手続きの際に認定される有効期間は、満18歳に達する月の末日が限
度となります。
② 都内に引き続き1年（3歳未満の患者は6カ月）以上在住（都外転居の場合は失効します）
③気管支喘息、慢性気管支炎、喘息性気管支炎、肺気しゅに罹患
④健康保険等が利用可能
⑤喫煙していない
　上記条件を満たす医療券をお持ちでない患者には、本制度のご案内も合わせてお願
いします。
【助成内容】
公費負担者番号「82137001」または「82137555」の方
　申請書類の受理日以降、認定疾病に要する医療費の保険適用後の自己負担額（入院
時の食事療養標準負担額を除く）
公費負担者番号「82137670」または「82137530」の方
　申請書類の受理日以降、認定疾病に要する医療費の保険適用後の自己負担額のうち、
6,000円を超える額（入院時の食事療養・生活療養標準負担額を除く）
※お会計の際は、自己負担限度額管理票に金額の記載を忘れずにお願いします。

都医療券（気管支喘息）の更新をお忘れなく
～東京都大気汚染医療費助成制度～

・申請窓口 患者居住地の区市町村
・制度に関するお問合せ 東京都福祉保健局環境保健衛生課
・リーフレット等のご希望 03（5320）4491

インターネットで
は「大気汚染医療
費助成制度」と検
索してください。

知ってますか？

OCT（光干渉断層）の原理は1990年に
山形大学丹野らによって提案されたもの
であり、近赤外線の干渉性を利用して
組織の3Ｄ構造を非侵襲に高分解能・
撮影する技術。眼科では2000年頃より
臨床で使うようになり、現在網膜疾患・
緑内障では不可欠な検査となっている。
患者の疾患についての理解度向上にも
有用である。眼科・循環器内科・歯科
で使われているが、今後さらに臨床応
用が広がると思われる。

OCT
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高山 順西東京市医師会

花の鑑別診断

　高尾山を中心に低山を歩くようになって、山道の草花に目が留まるよ

うになり、この花は何という名前だろうと興味がわくようになりました。

写真に収めて、帰宅後図鑑やネットで調べて名前を知ろうとするのです

が、これは結構面倒な作業でして、全く手掛かりがない時は図鑑をパラ

パラめくって、「アッ、これ似てる！」という調子ですから、とにかく時

間がかかります。花の色や咲いている季節を頼れば大分絞れますが、そ

れでも似ている花が複数あると、どこが違うのかなかなか区別ができず、

結局最終的に結論が出ないことも時々あります。そうすると、「職業病」

でもあるのでしょうか、彼我の違いをはっきりさせてしっかりと鑑別診

断したくなり、一層花にのめり込んでしまうようになりました。花がき

れいとか、かわいいとか、そんなロマンチックな年ごろでもなく、「あの

花とこの花は似ているけれど、どこがどう違って区別がつけられている

のか？」そこをはっきりさせないとどうも居心地が悪くて、とうとうは

まってしまったという感じです。山の花関連の図鑑は20冊ほどあって

あっちこっち調べていますが、それでもどこでどう区別してよいのかよ

く判らないものもあります。

　いくつか（症）例をお示ししましょう。

　第1例、高尾山口のケーブルカーの駅の横を歩いて行くと、左の川沿

いにこんなかわいい花が咲いています（写真1）。米粒くらいのかわいい

花がいくつかくっ付いています。ほんのちょっと先に行くとやはりこん

な花も見つかります（写真2）。同じ花のようだけど何かちょっと違うな

と観察しますが、花の様子だけでは同じようではっきり区別をつけるこ

とができません。花から茎をたどって葉っぱに辿り着くとその形がだい

ぶ違っていました。写真3（赤丸の中）は1の葉っぱで三角形に近いですが、

写真4（赤→）は2の葉で少し長く真ん中にくびれがあり、牛の額のよう

になっています。茎は両方とも細くトゲトゲが付いているのですが、写

真1の茎は「つる（蔓）」で、写真2の茎は細いですが硬い普通の枝のよう

です。写真1の名前は何と「ママコノシリヌグイ」、写真2は「ミゾソバ」

です。写真1はつる植物なので巻き付いて離れないようにするためにト

ゲトゲが鋭くなっています。そのつるで「継子の尻をぬぐったらさぞかし

痛かろう」と付けられた名前だというから、何とも残酷な命名の仕方で

す！こうなると、名前など知らない方がよかったかもしれないとも思いま

す。因みにミゾソバは「ウシノヒタイ」という別名が付いているそうです。

　第2例をご覧ください（写真5、6、7）。いずれもラッパのように細長

い形の花です。一見すると庭に咲いているサルビアの花に似ていますが、

もっと細長く筒形ですね。サルビアはシソ科ですが、これらはケシ科です。

写真5は「ムラサキケマン」、6は「ヤマエンゴサク」、7は「ジロボウエン

ゴサク」といい、いずれも4月から5月の同じ時期に咲きますので、区別

が難しくなります。ムラサキケマンはやはり紫色が強いようですし、ヤ

マエンゴサクは紫が薄く、赤紫っぽくなることもあります。ジロボウエ

ンゴサクはさらに白っぽく、少し小さいか細い感じがします。写真8は、

ムラサキケマンとジロボウエンゴサクが一緒に写っていますが、これも

葉っぱを見ていただくと区別がつきます。前者（写真向かって右）は葉が

菊のように細かい切れ込みが入っています（羽状複葉）が、後者（写真の

左）は細かい切れ込みはなく丸っこいですね。やはり葉っぱが鑑別点に

なっていました。それではエンゴサクでもヤマ…とジロボウ…とはどう

区別するか？これはこの写真ではわかりませんが、前者は1本の茎から

枝分かれして茎の先端にまとまって花を付けていますが、後者では茎が

根元から枝分かれしています。植物学的にはほかに、花の下のところの

小さい葉っぱ（苞）に切れ込みがあるのがヤマ…、ないのがジロボウ…と

区別できるようです。因みにムラサキケマンも白っぽいものがあり最近

増えているそうで、「シロヤブケマン」と呼ばれるようですが、写真9はそ

れだろうと思います。ジロボウ…と一見区別がつきにくいものがありま

すが、葉っぱはやはり深い切れ込みがあります。また、秋には写真10の

ような花が咲きます。「セキヤノアキチョウジ」といいます。これも季節

が同じだと区別が難しいかもしれませんが、幸い9月から10月に咲くの

で間違えないで済みます。因みにこの花はシソ科だそうです。

　蛇足ですが、ジロボウエンゴサクとは漢字で「次郎坊延胡索」と書き、

そうすると太郎坊があるわけですが、この「太郎坊」とはスミレだそうで

す。昔、伊勢地方で子どもたちがそれぞれを「太郎坊」「次郎坊」と呼んで

遊んでいたのが由来であるとのことです。「延胡索」は漢方の生薬名でエ

ンゴサクの塊茎から作られ、ツムラの5番安中散に含まれています。
� （西東京市医師会報 第70号から抜粋）

高
た か

山
や ま

の低
ひ く

山
や ま

歩き ～60からの山登り～

ふれあいポスト 各地区会報から

写真 1

写真 3

写真 5

写真 7

写真 9

写真 2

写真 4

写真 6

写真 8

写真 10
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困りました

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

医
学
部
入
学
後
、
恐
ら
く
先
輩
に
騙

さ
れ
て
始
め
た
ラ
グ
ビ
ー
部
。
当
時
は

同
級
生
や
後
輩
た
ち
と
毎
日
愚
痴
ば
か

り
の
日
々
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
今
で
は

楽
し
か
っ
た
記
憶
ば
か
り
が
思
い
起
こ

さ
れ
る
。
な
ん
と
な
く
日
本
が
敗
退
し

て
熱
が
冷
め
た
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
次
は
、

盛
り
上
が
り
は
今
一
つ
の
感
が
否
め
な
い

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方

な
い
。
こ
の
日
本
代
表
た
ち
は
サ
ッ
カ
ー

に
比
べ
て
明
ら
か
に
雑
多
な
人
種
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
興
味
の
薄
い
人
た
ち

か
ら
の
「
ど
こ
の
国
の
代
表
だ
か
わ
か

ら
な
い
」
も
耳
に
す
る
。
サ
ッ
カ
ー
で
も

国
に
よ
っ
て
は
色
々
な
人
種
の
人
が
い

て
、
で
も
そ
ん
な
に
違
和
感
を
感
じ
た

こ
と
は
無
い
が
日
本
代
表
は
違
う
の
だ

ろ
う
か
。

　

外
国
人
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
問
題

が
昨
今
よ
く
話
題
に
上
が
る
。
群
馬
県

大
泉
町
で
は
「
税
金
の
滞
納
が
回
収
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
」
こ
と
や
「
生
活

保
護
受
給
者
の
25
％
が
外
国
人
に
な
っ

て
い
る
」
こ
と
が
町
の
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
、
と
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
話
を
以
っ
て

し
て
移
民
の
受
け
入
れ
は
不
可
能
と
い

う
結
論
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
機

能
し
な
か
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
今
後

の
政
策
に
対
す
る
示
唆
は
多
い
は
ず
。

　

税
金
は
国
民
の
全
て
が
平
等
に
そ
の

義
務
を
負
う
の
が
前
提
の
は
ず
だ
が
、

な
ぜ
か
医
療
に
お
け
る
消
費
税
の
最
終

負
担
者
に
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
。
こ
れ

か
ら
日
本
に
や
っ
て
く
る
、
Ｗ
杯
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
海
外
か

ら
の
観
光
客
た
ち
の
体
調
不
良
に
対
応

す
る
の
は
当
然
の
義
務
と
し
て
、
そ
の

際
に
恐
ら
く
主
流
に
な
る
で
あ
ろ
う

カ
ー
ド
で
の
支
払
い
。
そ
の
手
数
料
も

ま
た
医
療
機
関
が
負
担
し
な
い
と
な
ら

な
い
よ
う
で
は
、
こ
れ
ら
の
継
続
が
困

難
と
考
え
る
の
は
小
生
だ
け
だ
ろ
う
か
。

 

（
坪
田 

淳
）

感
染
症
豆
知
識

　梅毒の拡大が止まらない。東京都感染症情報センターによれば、
2017年のわが国の梅毒患者は5,770人を数え、そのうち東京都が
国全体の31%、1,788人を占めていることがわかった。東京都の報
告数は、11年から増加に転じており、17年の患者報告数は、感染
症法に基づく調査が始まって以来最多となった。中でも女性患者
は、この5年間で約11倍増加。20～24歳の女性患者は10年には僅
か4人に過ぎなかったが、この5年間で約25倍も激増している。
　梅毒の病原体は、スピロヘータ科のクラム陰性菌であるトレポ
ネーマ（Tp）。梅毒は、感染経路別には先天・後天、症状別では顕
症・無症候、病期別では早期（第1期、第2期）・晩期（第3期、第4
期）の3つに大別される。ここでは顕症梅毒について、「性感染症 
診断・治療ガイドライン2016」（日本感染症学会）から概説した。
　Tpに感染し約3週間すると侵入部位に小豆大から示指頭大の硬
結（初期硬結）が生じ、やがてこの中心に潰瘍を形成し硬性下疳と
なる。やや遅れて両側の鼠径リンパ節が腫大するも疼痛などの自
覚症状がなく、第1期は放置していても2～3週間で消退し、無症
状となる。第2期は感染から12週間ほどで、丘疹性梅毒疹、バラ
疹など多彩な発疹が現れる。感染後3年以上経過すると、結節性
梅毒疹やゴム腫を特徴とする第3期や、大動脈炎や脊髄癆などの
症状が現れる第4期になるが、現在ではほとんどみられない。確
定診断はいずれの時期もTpの検出あるいは梅毒血清反応によって
なされる。
　梅毒治療は、バイシリンG：1日120万単位/分3またはアモキシ
シリン：1日1,500mg/分3の内服が基本。投与期間は第1期2～4週間、
第2期4～8週間、第3期以降は8～12週間程度となる。世界で標準
治療となっているペニシリンGの筋注は行われていない。
　学会員でなくても、上記ガイドラインは以下からダウンロード
できるので参考にされたい。 （文責：北村邦夫）

日本性感染症学会　http://jssti.umin.jp/guideline_c.html

無 声 拝 聴 急増する梅毒、その診断と治療

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先 順天堂医学会　URL：http://www.juntendo.ac.jp/

日時▶9月22日（土）13時～16時　会場▶文京シビックホール　小ホール
講演▶①「早期大腸癌に対する最新の内視鏡治療」坂本直人（順天堂大学 先任准教授）②「体の負担
を最小限に－肝がんのラジオ波治療とその技術革新」椎名秀一朗（順天堂大学大学院 教授）③「肺癌
に対する免疫療法の最前線」高 遼（順天堂大学 助教）④「ここまで安全になった肺癌の手術－ロ
ボット手術も保険適応になりました！」鈴木健司（順天堂大学大学院 教授）
申込▶電話（03-5802-1586）でお申し込みください　定員▶300名（先着順）

順天堂大学第42回都民公開講座　最新のがん治療
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

社
会
医
療
法
人 

財
団
新
和
会 

八
千
代
病
院

愛
知
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

�

川  

畑   

信  

也  

先
生

東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

高
齢
診
療
科
准
教
授

金  

谷   

潔  

史  

先
生

抗
認
知
症
薬
の
使
い
分
け

日 時　平成30年9月27日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　4、13
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

小 野 薬 品 工 業 株 式 会 社

各
種
認
知
症
治
療
薬
と
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

に
お
け
る
脳
血
流
変
化
と
の
関
係

～
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
～

金
谷
潔
史 
先
生

現
在
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

（
Ｄ
Ａ
Ｔ
）
に
使
用
で
き
る
薬
剤
は
、

３
つ
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
分
解
阻
害
剤
と
１
つ
の
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
容
体
拮
抗
剤
の
４
剤
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
Ｄ
Ａ
Ｔ
の
進
行
を
遅

く
す
る
の
み
で
、
疾
患
そ
の
も
の
を
治

す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
４
種
の
薬

剤
は
作
用
機
序
、有
効
性
も
異
な
る
が
、

そ
れ
ら
の
相
違
が
明
ら
か
で
は
な
い
た

め
に
臨
床
現
場
で
は
「
ど
の
薬
を
使
っ

て
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
が
根

強
く
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
核
症
状

に
付
随
し
て
生
ず
る
行
動
心
理
症
状

（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に
対
し
て
も
４
つ
の
薬

剤
は
異
な
っ
た
効
果
を
発
揮
す
る
。
そ

こ
で
各
種
の
薬
剤
の
投
与
前
後
に
行
っ

た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
脳
血
流
上

昇
部
位
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
中
核
症

状
の
み
な
ら
ず
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
に
対
し
て
も

各
種
薬
剤
の
有
効
性
の
相
違
を
述
べ
る

と
共
に
、
薬
剤
使
用
法
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
に
関
し
て
も
言
及
し
た
い
。

抗
認
知
症
薬
と
向
精
神
薬

～
臨
床
の
現
場
で
こ
れ
ら
の
薬
剤
を
ど
う
考
え
、

�

ど
う
使
用
し
て
い
く
べ
き
か
？
～

川
畑
信
也 

先
生

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
す

る
根
治
的
治
療
薬
の
な
い
現
在
、
認
知

症
症
状
の
進
行
抑
制
効
果
を
持
つ
と
さ

れ
る
抗
認
知
症
薬
を
ど
の
よ
う
に
使
用

す
べ
き
か
臨
床
医
は
悩
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。
演
者
は
、
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ

阻
害
薬
３
剤
に
薬
効
か
ら
み
た
使
い
分

け
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
と
メ
マ
ン
チ
ン
は

対
象
と
す
る
患
者
は
異
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
認
知
症
診
療
で
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
患
者
が
示
す
行
動
障
害
・
精

神
症
状
へ
の
対
応
で
あ
る
。
薬
物
療
法

の
視
点
で
は
向
精
神
薬
の
使
用
が
想
定

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
に
不
慣
れ

な
医
師
は
な
か
な
か
処
方
し
づ
ら
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
講
演
で
は
、
も

の
忘
れ
外
来
で
７
０
０
０
名
以
上
の
患

者
を
診
療
し
て
き
た
演
者
の
経
験
に
基

づ
い
た
抗
認
知
症
薬
な
ら
び
に
向
精
神

薬
の
選
択
の
目
安
と
具
体
的
な
使
用
法

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口）�下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口）� 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口）� 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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　わたくしどもの医師会のある中野区は人口33万人、東京都全体

としてみると中規模な区、また医師会員は450人とこれまた中規

模な医師会ということができると思います。しかし中野区は、中

野駅北口の再開発が終わり帝京平成大学、早稲田大学、明治大学

のキャンパスができ、さらに南口の再開発も着々と進んでいます。

そのため人口も約30,000人増加し、一時期の停滞が嘘のように

発展し続けています。

　医師会の公益活動も盛んです。高齢者を対象としたものでは、

東京都の事業である在宅難病患者訪問診療事業がありますが、他

の地区医師会と比較しても遜色ない活動をしています。また歯科

医師会と連携して行っている在宅療養（摂食嚥下機能）支援セン

ター事業は、他区の先駆けとなった事業と自負しています。この

事業は支援センターを拠点として、在宅患者の摂食嚥下機能評価

を行い、その評価にもとづき、適切な機能訓練および口腔ケアを

行うものです。

　小児に関する公益事業もいくつか行っています。その代表的な

ものに子育て応援団という事業があります。月に1回医師会館にて、

主に月齢児を対象としたテーマで母親たちに講話をしています。

例えば平成30年7月のテーマは、「乳幼児の応急処置について」で、

講師は中野消防署員です。子供たちには、絵本の読み聞かせやハ

ワイアン音楽、クリスマスコンサートなどを行います。平均50組

の親子が参加してくださいます。

　また、がんおよび緩和ケア普及のため中野区医師会が中心とな

り、帝京平成大学、東京都中野区歯科医師会、中野区薬剤師会、

東京都区西部緩和ケア推進協議会と共催し、オレンジバルーンフェ

スタin中野という活動を行っています。具体的には、帝京平成大

学のキャンパスで、がんサバイバーのフリートーク、ポスターセッ

ションなどを行い、昨年は885名もの参加者がありました。また、

実際にこの活動に参加する将来の医療を担う医療系学生たちへの、

がん啓発の影響には計り知れないものがあると思います。

　これから2025年問題を迎えるにあたり、地域包括ケアシステ

ムの構築、向上を目指さなくてはなりません。そのためにはもち

ろん医療、介護、予防、生活支援、住まいという5つの要素を考

えなくてはなりません。しかし地域包括ケアの構築をわかりやす

くいうと尾﨑治夫会長のおっしゃる通り、ほとんど在宅、時々病院、

看取りは在宅、を実現できるシステムを構築することだと思いま

す。そのことを常に念頭に置き、より有機的で血の通った地域包

括ケアシステムをつくることこそ医師会の使命であり、中野区医

師会はそれを目指して力を尽くしていきます。

　今後もみなさまのご助言、ご助力を賜ることをお願い申し上げ

ます。

地区医師会長からの一言
中野区医師会の公益事業について
中野区医師会長　溝口雅康

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース

Vol.

630

2018


	630_01
	630_02-03
	630_04-05
	630_06-07
	630_08

